
寛
永
文
化
論
の
一
っ
と
し
て
、
私
が
こ
こ
で
狩
野
洞
雲
益
信
を
取
り
上
げ
る
こ
と
は
、
少
々
奇
異
に
見
え
る
か
も
知
れ
な
い
。
従
来
寛

永
文
化
は
、
そ
の
問
題
提
起
者
で
あ
り
主
唱
者
で
あ
る
林
屋
辰
三
郎
氏
に
よ
っ
て
、
本
阿
弥
光
悦
、
俵
屋
宗
達
、
角
倉
了
以
・
素
庵
父
子

①
 

を
中
心
と
す
る
京
都
上
層
町
衆
の
文
化
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
よ
う
な
寛
永
文
化
の
中
に
、
江
戸
狩
野
の
中
心
人
物
探
幽

の
養
子
で
あ
り
、
駿
河
台
狩
野
の
祖
で
も
あ
る
洞
雲
の
登
場
は
、
少
々
場
違
い
の
感
が
な
い
で
も
な
い
。
当
時
の
江
戸
狩
野
の
存
在
は
、

む
し
ろ
京
都
の
宗
達
の
絵
画
に
代
表
さ
れ
る
そ
れ
に
対
し
て
の
ア
ン
チ
と
し
て
、
ま
た
取
り
上
げ
る
に
価
し
な
い
も
の
と
し
て
無
視
さ
れ

る
の
が
普
通
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
洞
雲
の
出
自
を
顧
み
た
時
、
そ
の
生
家
が
、
京
都
に
お
い
て
本
阿
弥
・
角
倉
・
茶
屋
家
ら
の
上
層

町
衆
と
並
び
称
さ
れ
る
彫
金
で
有
名
な
後
藤
家
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
れ
ば
、
あ
な
が
ち
彼
が
寛
永
文
化
と
全
く
無
関
係
で
は
な
い
こ
と

が
理
解
で
き
よ
う
。
そ
し
て
そ
の
よ
う
な
彼
を
考
察
す
る
こ
と
に
よ
り
、
寛
永
文
化
と
言
う
も
の
の
根
の
つ
な
が
り
、
ま
た
そ
の
地
方
流

出
の
状
況
、
そ
し
て
一
種
反
権
威
的
側
面
を
持
つ
と
言
う
文
化
が
、
江
戸
狩
野
と
い
う
体
制
内
に
組
み
入
れ
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
如
何

に
変
容
し
て
い
く
か
と
い
う
よ
う
な
、
多
く
の
問
題
に
何
ら
か
の
解
答
を
与
え
て
く
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
、
あ
え
て
こ
こ
で
彼
を

取
り
上
げ
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。

は

じ

め

ー
ー
狩
野
洞
雲
小
考
I

寛

永

文

化

の

に

支

流

田

中

豊
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狩
野
洞
雲
益
信
は
、
寛
永
二
年
（
一
六
二
五
）
後
藤
家
の
七
郎
兵
衛
家
の
立
乗
の
末
子
と
し
て
生
れ
た
が
、
何
ら
か
の
事
情
に
よ
り
、
目

貫
後
藤
と
し
て
有
名
な
勘
兵
衛
家
の
覚
乗
日
円
に
育
て
ら
れ
た
。
そ
し
て
幼
い
頃
よ
り
当
時
の
京
都
の
文
化
的
雰
囲
気
に
は
ぐ
く
ま
れ
そ

の
才
能
を
芽
生
え
さ
せ
た
ら
し
い
。
そ
の
間
の
彼
に
つ
い
て
、
『
古
画
備
考
』
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

幼
学
書
於
惧
々
翁
、
已
得
其
法
、
而
有
声
子
世
、
性
好
採
画
、
探
幽
法
眼
見
而
奇
之
、
乃
養
而
為
子
、
時
年
十
有
一
、
改
其
小
字
日

采
女
、

こ
れ
よ
り
み
て
、
彼
は
幼
く
し
て
惧
々
翁
、
即
ち
、
松
花
堂
昭
乗
に
書
を
学
び
、
ま
た
好
ん
で
絵
を
描
い
た
ら
し
い
。
し
か
し
、
彼
が

昭
乗
に
書
の
み
な
ら
ず
、
絵
画
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き
る
。
と
い
う
の
は
、
昭
乗
は
当
時
の
京
狩
野

②
 

の
巨
匠
山
楽
に
師
事
し
た
人
物
で
あ
り
、
画
人
と
し
て
も
ま
た
当
時
の
京
都
で
は
相
当
高
名
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
充
分
考
え
ら
れ
る
こ

と
で
あ
る
。
こ
の
後
、
探
幽
に
そ
の
才
能
を
見
出
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
も
、
昭
乗
の
手
ほ
ど
き
が
あ
っ
た
れ
ば
こ
そ
と
考
え
る
の
が
自
然

で
あ
ろ
う
。
こ
の
昭
乗
と
洞
雲
の
密
接
な
関
係
を
裏
付
け
る
も
の
と
し
て
、
京
都
鹿
苑
寺
住
持
鳳
林
承
章
（
勧
修
寺
晴
豊
の
第
六
子
）
の
日
記

で
あ
る
『
隔
莫
記
』
の
正
保
四
年
（
一
六
四
七
）
一
月
十
日
の
条
に
「
於
采
女
所
、
八
幡
之
瀧
本
坊
初
相
逢
、
成
知
人
也
」
と
あ
る
。
こ
の

采
女
は
洞
雲
を
さ
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
乗
淳
は
昭
乗
の
後
を
継
い
で
瀧
本
坊
の
住
持
と
な
っ
た
人
物
で
あ
り
、
昭
乗
の
甥
に
あ
た
る
。

こ
の
二
人
が
正
保
四
年
と
い
う
時
点
で
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
そ
れ
が
昭
乗
の
時
代
よ
り
引
き
継
が
れ
た
も
の
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。

そ
し
て
洞
雲
が
探
幽
の
養
子
と
な
る
に
際
し
て
も
、
昭
乗
の
紹
介
も
し
く
は
強
い
推
薦
が
あ
っ
た
可
能
性
も
充
分
考
え
ら
れ
る
。

探
幽
が
洞
雲
を
養
子
に
迎
え
た
の
は
、
た
だ
た
ん
に
探
幽
が
京
都
の
一
少
年
の
画
家
と
し
て
の
素
質
に
ひ
か
れ
、
自
ら
の
養
子
に
し
た

と
言
う
だ
け
で
は
な
く
、
狩
野
家
と
後
藤
家
の
血
縁
的
関
係
が
大
き
な
理
由
の
一
っ
と
し
て
あ
っ
た
。
こ
こ
で
後
藤
家
の
系
図
（
次
頁
）
を

み
て
み
る
と
、
本
阿
弥
家
と
並
ん
で
狩
野
家
と
の
間
に
も
姻
戚
関
係
が
見
て
と
れ
る
。
古
く
は
乗
信
の
娘
が
狩
野
元
信
の
妻
に
な
っ
て
お

⑧
 

り
、
洞
雲
の
頃
に
は
理
兵
衛
家
の
養
子
と
し
て
寛
乗
な
る
人
物
が
狩
野
家
か
ら
き
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
両
家
の
関
係
の
深
さ
は
、
言
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嘉
兵
衛
家

ー

元

乗

乗

運—
住
善
院
日
定
一
ー
石
乗

ー

琢

乗

伝

乗

藤
井
学
氏
「
近
世
初
頭
に
お
け
る
京
都
町
衆
の

法
華
信
仰
」
（
史
林
四
一
巻
六
号
）
よ
り
引
用

ー
女
（
妙
清
）

狩
野
元
信
妓

ー
女

る。 い
く
か
は
、
甚
だ
興
味
深
い
こ
と
で
あ
る
。
い
っ
て
み
れ
ば
、
そ
れ

っ
た
感
の
あ
る
探
幽
の
養
子
と
な
っ
て
、
如
何
な
る
変
容
を
遂
げ
て

勘

兵

衛

家

一

ー

女

ー

覚

乗

日

円

演

乗

識
の
非
常
に
強
か
っ
た
家
に
生
れ
た
彼
が
、
幕
府
御
抱
え
絵
師
と
い

層
町
衆
を
代
表
す
る
後
藤
家
、
し
か
も
本
阿
弥
家
と
並
ん
で
反
幕
意

直七
乗郎
日兵

序棗

ふ
←」乗

| 

狩党洞女
I 

野乗雲
益

探二益 乗
幽養伊
養育ロ

子t

え
て
、
そ
の
画
法
を
体
得
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
京
都
の
上

ー
女

と
と
し
て
行
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
後
藤
・
狩
野
両
家
の
関
係
も
同
じ

遺
風
が
洞
雲
の
天
分
の
こ
と
も
あ
っ
て
こ
の
時
代
に
ま
で
及
ん
で
い

④
 

る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
事
情
か
ら
、
洞
雲
の
狩
野
探
幽
へ
の
養
子
縁
組
は
比

を
出
し
狩
野
派
の
画
法
を
み
っ
ち
り
と
仕
込
ま
れ
、
彼
も
そ
れ
に
応

は
京
都
を
離
れ
た
寛
永
文
化
の
行
方
を
占
う
こ
と
に
も
な
る
の
で
あ

ー
女

野
家
の
人
と
な
っ
た
彼
は
、
養
父
探
幽
の
も
と
で
絵
画
の
修
業
に
精

較
的
ス
ム
ー
ズ
に
運
ば
れ
た
と
想
像
さ
れ
る
。
そ
し
て
十
一
歳
で
狩

ー
女本

阿
弥
光
利
嫁

理
兵
衛
家

ー

顕

乗

程

乗
室
妙
程

本
阿
弥
光
利
女

一
ー
寛
＂
狩
野
氏
信
男

妙
覚
寺
門
徒
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
生
じ
始
め
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の

ー
女

ー
女

四
郎
兵
衛
家

乗
信
ー
ー
ー
｀
光
乗
ー
ー
~
徳
乗
ー
栄
乗
即
乗
ー
廉
乗

祐
乗
孫

ー
女
（
妙
室
）

本
阿
弥
光
室
室

＜
顕
著
な
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
同
信
結
婚
の
履
行
が
当
然
の
こ

さ
は
、
天
文
法
華
乱
や
光
悦
の
鷹
ケ
峰
経
営
を
例
に
出
す
ま
で
も
な

法
華
宗
信
者
に
お
け
る
、
と
り
わ
け
京
都
の
そ
れ
の
同
信
結
合
の
強

う
ま
で
も
な
く
両
家
に
共
通
す
る
所
の
法
華
宗
信
仰
か
ら
き
て
い
る
。
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洞
雲
の
絵
師
と
し
て
の
最
初
の
大
き
な
仕
事
は
、
寛
永
十
九
年
、
禁
裡
造
営
に
際
し
て
の
襖
絵
製
作
で
あ
る
。
彼
は
こ
の
と
き
若
冠
十

八
歳
で
こ
の
仕
事
に
あ
た
り
、
「
常
御
殿
南
側
東
よ
り
四
ノ
ま
納
戸
の
間
花
鳥
の
絵
」
や
、
「
清
涼
殿
南
の
縁
側
内
金
花
鳥
」
そ
の
他
二

⑤
 

点
描
い
て
い
る
。
こ
の
若
さ
で
こ
の
栄
誉
あ
る
仕
事
に
活
躍
し
て
い
る
所
に
、
彼
の
早
熟
さ
と
並
々
な
ら
ぬ
天
分
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
。

と
同
時
に
、
養
父
探
幽
の
強
い
後
押
し
と
彼
へ
の
期
待
ぶ
り
が
み
て
と
れ
る
。
そ
の
こ
と
は
探
幽
が
自
分
の
若
い
日
の
名
、
采
女
を
彼
に

そ
し
て
こ
の
頃
よ
り
彼
の
公
家
社
会
と
の
交
流
も
始
ま
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
四
年
後
に
あ
た
る
正
保
三
年
（
一
六
四
六
）
よ
り

前
述
し
た
『
隔
莫
記
』
に
彼
の
名
が
現
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
即
ち
ま
ず
、
正
保
三
年
七
月
二
十
八
日
の
条
に
「
赴
妙
法
院
御
門
主
、
圃

御
見
舞
申
、
逢
采
女
」
と
あ
っ
て
、
妙
法
院
門
主
廃
然
法
親
王
の
所
に
彼
が
出
入
り
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

廃
然
法
親
王
は
後
陽
成
天
皇
の
実
子
で
、
後
水
尾
院
の
弟
に
あ
た
る
人
物
で
あ
り
、
当
時
の
公
家
文
化
形
成
の
中
心
人
物
の
一
人
で
も

あ
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
記
事
よ
り
見
て
、
承
章
が
す
で
に
洞
雲
と
顔
見
知
り
で
も
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

公
家
社
会
と
の
交
流
と
い
う
も
の
は
、
探
幽
に
も
頻
繁
に
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
こ
に
お
い
て
も
養
父
の
威
光
が
強
く
作
用
し

て
い
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
当
時
の
公
家
社
会
に
お
け
る
絵
画
の
分
野
は
、
『
隔
箕
記
』

を
見
る
限
り
に
お
い
て
は
、

断
然
江
戸

狩
野
派
の
独
壇
場
と
い
う
観
が
あ
り
、
中
で
も
探
幽
の
活
躍
が
群
を
抜
い
て
い
る
。
そ
こ
で
は
京
狩
野
と
呼
ば
れ
た
山
雪
な
ど
は
、
技
量

の
面
で
は
探
幽
な
ど
を
数
等
上
回
り
な
が
ら
、
わ
ず
か
に
九
条
幸
家
の
恩
顧
を
受
け
た
程
度
で
、
御
所
造
営
の
際
の
襖
絵
制
作
な
ど
に
は

招
か
れ
て
い
な
い
と
い
う
状
態
で
あ
り
、
当
時
の
公
家
社
会
の
芸
術
家
に
対
す
る
評
価
が
必
ず
し
も
高
水
準
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と

を
示
し
て
い
る
。
同
時
に
、
そ
の
こ
と
は
文
化
面
に
お
い
て
も
政
治
的
側
面
が
強
く
入
り
込
ん
で
い
た
こ
と
を
暗
示
し
、
寛
永
文
化
、
特

に
そ
の
宮
廷
文
化
と
い
う
も
の
が
相
当
い
び
つ
な
も
の
を
含
ん
で
い
た
こ
と
が
解
る
。
し
か
し
、
文
化
と
言
う
も
の
は
、
何
時
の
時
代
に

お
い
て
も
、
清
濁
両
面
を
合
わ
せ
持
つ
も
の
で
あ
り
、
そ
の
渦
中
を
通
り
抜
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
浄
化
さ
れ
良
質
の
も
の
へ
と
昇
華
さ

与
え
た
こ
と
か
ら
も
う
か
が
え
る
。
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れ
て
い
く
の
で
あ
る
9

華
麗
な
る
文
化
の
裏
に
あ
る
そ
の
よ
う
な
暗
部
も
決
し
て
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
。
ま
た
、
そ
れ
を
見
据
え
て
こ

そ
、
そ
の
時
代
の
文
化
の
全
体
像
の
理
解
も
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
逆
に
、
そ
の
よ
う
な
文
化
の
暗
部
に
こ
そ
、
そ
の
時
代
の

文
化
の
本
質
が
ま
ま
隠
さ
れ
て
い
る
も
の
な
の
で
あ
る
。

こ
の
正
保
三
年
と
い
う
年
は
、
洞
雲
と
、
承
章
ら
の
文
化
人
グ
ル
ー
プ
と
の
交
流
が
最
も
多
い
年
で
あ
り
、
彼
に
と
っ
て
は
非
常
に
重

要
な
意
味
あ
い
を
持
つ
年
で
あ
っ
た
。
こ
の
年
八
月
・
十
月
に
承
章
と
の
間
に
交
流
が
あ
り
、
十
二
月
一
日
に
は
彼
の
姿
が
小
川
坊
城
俊

完
の
屋
敷
に
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
『
隔
奨
記
』
に
よ
れ
ば
、

（
俊
完
）

（
前
略
）
直
赴
小
川
坊
城
黄
門
公
、
黄
門
公
新
宅
被
移
以
後
、
終
不
圏
口
、
祝
義
青
銅
百
疋
令
持
参
也
。
（
中
略
）
狩
野
采
女
亦
初
而

可
対
小
坊
黄
門
之
由
。
幸
今
日
予
亦
来
故
、
采
女
亦
被
相
招
。
（
後
略
）

と
あ
り
、
彼
が
坊
城
中
納
言
俊
完
に
承
章
と
の
関
係
か
ら
初
め
て
招
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
推
測
す
る
に
、
承
章
が
こ

の
年
の
十
月
二
十
四
日
に
洞
雲
に
押
絵
を
依
頼
し
て
お
り
、
そ
の
出
来
栄
え
な
ど
に
関
し
て
俊
完
に
吹
聴
し
た
結
果
、
俊
完
が
洞
雲
に
興

味
を
持
ち
、
こ
の
よ
う
な
次
第
に
な
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

俊
完
は
藤
原
北
家
勧
修
寺
流
の
小
川
坊
城
家
の
当
主
で
あ
る
が
、
坊
城
家
は
文
禄
三
年
（
一
五
九
四
）
贈
内
大
臣
勧
修
寺
晴
豊
の
三
男
俊

昌
が
再
興
し
た
家
で
あ
り
、
俊
完
は
そ
の
子
で
あ
る
。
俊
完
の
兄
俊
直
（
後
改
経
広
）
が
宗
家
の
勧
修
寺
家
を
嗣
い
だ
た
め
、
彼
が
そ
の
家

を
嗣
ぐ
に
い
た
っ
た
の
で
あ
る
。
一
方
、
鳳
林
承
章
は
、
勧
修
寺
晴
豊
の
第
六
子
で
あ
っ
た
か
ら
、
俊
完
に
と
っ
て
は
叔
父
に
あ
た
る
。

承
章
が
出
家
し
て
西
笑
承
兄
の
弟
子
と
な
り
、
慶
長
十
三
年
（
一
六
0
八
）
承
兄
の
後
を
つ
い
で
鹿
苑
寺
の
住
持
と
な
り
、
そ
の
復
興
に
尽

の
他
の
記
事
よ
り
み
る
と
、

し
た
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
る
。
彼
ら
は
当
時
の
宮
廷
文
化
活
動
の
中
心
的
人
物
で
も
あ
っ
た
。

彼
ら
は
宮
廷
よ
り
の
絵
画
の
仕
事
を
伝
達
す
る
―
つ
の
中
継
点
と
な
っ
て
・
い
た
と
い
え
よ
う
。
例
え
ば
、
俊
完
は
山
本
友
我
そ
の
他
の
画

家
に
宮
廷
よ
り
の
用
命
を
伝
え
、
ま
た
友
我
に
対
し
て
は
、
後
水
尾
院
よ
り
の
絵
画
の
用
命
を
承
章
を
介
し
て
伝
え
て
も
い
る
。
友
我
が

法
橋
に
な
る
に
際
し
て
も
、
そ
の
勅
許
が
済
ん
だ
旨
を
承
章
に
伝
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
よ
り
考
え
て
、
俊
完
が
宮
廷
の
絵
画
部
門
で
か
な

り
の
支
配
権
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
充
分
考
え
ら
れ
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
俊
完
と
面
識
を
得
る
こ
と
は
、
洞
雲
に
と
っ
て
、
こ
れ
以
後
公

『
隔
莫
記
』
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家
社
会
と
交
わ
り
を
持
っ
た
め
に
非
常
に
重
要
な
も
の
で
あ
っ
た
。
洞
雲
が
ま
ず
俊
完
に
近
づ
い
た
こ
と
は
、

言
え
よ
う
。
そ
し
て
そ
こ
に
、
承
章
の
力
が
大
き
く
働
い
て
い
た
こ
と
も
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
。

―
つ
の
卓
見
で
あ
っ
た
と

と
に
か
く
、
こ
の
十
二
月
一
日
と
い
う
日
は
、
洞
雲
に
と
っ
て
非
常
に
意
味
深
い
日
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
洞
雲
に
と
っ
て

は
こ
の
よ
う
な
好
機
は
願
っ
て
も
な
い
こ
と
で
あ
り
、
彼
は
同
月
二
十
一
日
に
俊
完
．
承
章
ら
を
招
き
振
舞
を
す
る
の
で
あ
る
。

廿
一
日
、
斎
了
、
早
々
赴
狩
野
采
女
。
今
日
狩
采
女
請
小
川
坊
。
黄
門
公
・
芝
山
大
膳
公
・
予
、
而
被
致
振
舞
也
。
依
然
、
予
早
々

赴
采
女
所
也
。
自
采
女
、
今
朝
早
天
書
状
来
、
今
日
急
予
可
来
之
由
也
。
於
采
女
所
、
而
因
幡
堂
執
行
・
黒
谷
之
禅
昌
院
俊
歴
相
対

（

狩

野

元

信

）

〔

麿

〕

也
。
自
小
坊
黄
門
公
・
芝
山
大
膳
公
、
於
采
女
、
而
有
音
信
、
先
持
来
也
。
大
床
之
掛
物
者
、
古
法
眼
筆
之
彩
色
之
人
丸
・
歌
者
近

（
光
友
）

衝
殿
下
龍
山
公
之
御
父
之
御
筆
也
。
書
院
之
床
掛
物
、
尾
州
之
宰
相
殿
之
御
絵
山
水
・
歌
亦
宰
相
殿
之
被
書
付
也
。
光
義
筆
典
有
之

（

木

村

）

（

松

永

）

也
。
振
舞
之
相
伴
快
庵
法
橋
・
圏
圏
・
永
三
也
。
永
三
者
昌
三
之
息
也
。
於
小
座
敷
、
而
被
立
茶
也
。
掛
物
雪
舟
筆
之
山
水
也
。
茶
入

抑
手
之
茶
入
也
。
茶
碗
今
高
麗
、
水
指
者
瀬
戸
焼
之
釣
瓶
也
。
茶
後
、
采
女
函
堂
各
可
対
顔
之
由
、
即
坊
城
黄
門
公
・
芝
大
膳
公
・

予
入
奥
、
而
各
対
顔
也
。
快
庵
・
永
三
・
春
歴
各
入
奥
也
。
於
奥
、
而
探
幽
筆
之
掛
物
二
幅
被
掛
之
、
横
物
也
。
一
幅
者
圏
士
図
、

一
幅
者
竹
中
之
人
形
也
。
即
此
二
幅
之
絵
被
投
小
坊
黄
門
公
輿
芝
大
膳
公
也
。
予
圏
所
望
、
圃
表
具
探
幽
筆
絵
一
幅
被
恵
之
也
。
梅

水
仙
之
絵
也
。
浮
盃
之
間
、
采
女
可
被
書
圏
、
所
望
申
、
即
絵
五
六
枚
被
書
之
也
。
予
亦
可
書
之
由
、
依
所
望
、
而
予
亦
絵
井
口
口
。

温
飩
．
蕎
麦
切
出
之
、
勧
酉
水
。
各
発
謡
歌
声
、
而
采
女
綴
舞
袖
也
。
及
半
鐘
[
口
〗
‘
令
帰
山
也
o

（
中
略
）
采
女
被
書
之
絵
ヽ
小
坊

亦
芝
大
亦
予
亦
有
之
、
先
皆
予
持
帰
也
。
（
後
略
）

少
々
長
い
引
用
に
な
っ
た
が
、
こ
の
条
は
当
時
の
洞
雲
を
知
る
に
非
常
に
重
要
な
史
料
で
あ
る
。
こ
こ
で
承
章
・
俊
完
と
共
に
招
か
れ

て
い
る
芝
山
宜
豊
は
、
勧
修
寺
晴
豊
の
嗣
子
光
豊
（
江
戸
時
代
最
初
の
武
家
伝
奏
と
し
て
活
躍
）
の
次
男
で
、
新
た
に
芝
山
家
を
ひ
ら
い
た
人

物
で
あ
る
。
洞
雲
が
こ
の
よ
う
に
歓
待
の
限
り
を
尽
す
の
も
無
理
か
ら
ぬ
こ
と
で
あ
り
、
彼
自
身
こ
の
機
会
を
―
つ
の
正
念
場
と
考
え
て

い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
こ
で
掛
け
ら
れ
て
い
る
掛
物
は
、
奇
し
く
も
彼
の
当
時
の
文
化
的
立
場
を
象
徴
的
に
現
わ
し
て
い
る
。

ま
ず
大
床
の
掛
物
は
、
彼
の
実
家
で
あ
る
後
藤
家
と
最
も
親
し
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
狩
野
元
信
の
人
麿
の
絵
、
そ
の
書
は
能
書
家
と
し
て
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著
名
な
近
衛
前
久
（
寛
永
三
筆
の
信
手
の
父
）

の
父
関
白
太
政
大
臣
植
家
と
い
う
一
世
代
前
の
京
都
文
化
の
粋
を
こ
ら
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、

洞
雲
の
京
都
上
層
町
衆
出
身
へ
の
誇
り
が
み
て
と
れ
る
。

次
に
書
院
の
床
に
は
、
打
っ
て
か
わ
っ
て
尾
張
徳
川
義
直
の
世
子
光
友
（
慶
安

三
年
二
代
藩
主
）
筆
の
山
水
図
が
掛
け
ら
れ
、
現
在
の
自
ら
の
所
属
す
る
探
幽
家
の
堅
固
な
政
治
的
地
盤
と
そ
の
位
置
を
示
し
、
さ
ら
に
奥

の
間
の
探
幽
画
は
、
自
ら
の
探
幽
家
の
跡
取
り
と
い
う
立
場
よ
り
く
る
衿
持
が
う
か
が
え
る
の
で
は
な
い
か
。
正
に
こ
こ
に
は
、
洞
雲
の

京
都
上
層
町
衆
か
ら
探
幽
家
と
い
う
官
画
家
の
系
譜
の
中
に
組
み
入
れ
ら
れ
て
い
く
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
が
、
無
意
識
的
に
表
出
さ
れ
て
お

り
、
彼
の
深
層
心
理
が
そ
こ
に
如
実
に
露
呈
し
た
と
見
る
の
は
考
え
過
ぎ
で
あ
ろ
う
か
。
と
に
も
か
く
に
も
、
こ
の
掛
物
の
趣
向
の
中
に
、

彼
の
現
在
の
立
場
が
端
的
に
現
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

そ
し
て
洞
雲
の
こ
の
俊
完
・
宣
豊
・
承
章
の
三
人
に
対
す
る
接
し
方
が
丁
重
を
極
め
て
い
る
こ
と
は
、
三
人
そ
れ
ぞ
れ
に
探
幽
の
絵
を

贈
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
見
て
と
れ
る
。
宣
豊
・
俊
完
に
対
し
て
は
初
め
か
ら
彼
ら
に
与
え
る
ぺ
く
掛
け
ら
れ
て
お
り
、
彼
が
如
何
に
こ

の
二
人
を
重
要
な
人
物
と
し
て
招
い
た
か
が
わ
か
る
。
こ
の
二
人
加
え
る
に
承
章
に
取
り
入
る
こ
と
こ
そ
が
、
当
時
の
公
家
社
会
に
絵
画

を
も
っ
て
入
っ
て
い
く
最
も
近
道
で
あ
る
と
考
え
た
結
果
が
、
こ
の
よ
う
な
も
て
な
し
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
事
実
、
そ
う
し

『
隔
莫
記
』
を
見
て
い
く
と
、

当
時
の

な
け
れ
ば
当
時
の
公
家
社
会
で
絵
画
を
も
っ
て
活
躍
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

公
家
社
会
に
お
い
て
絵
師
が
自
ら
の
腕
一
本
で
活
躍
す
る
余
地
は
殆
ど
無
か
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
そ
こ
で
は
絵
師
の
腕
よ
り
む
し
ろ
、

人
的
関
係
、
世
俗
的
名
声
と
地
位
が
大
き
く
も
の
を
い
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
当
時
の
公
家
文
化
の
停
滞
性
が
み
て
と
れ
る
。

さ
ら
に
、
こ
こ
に
招
か
れ
て
い
る
他
の
人
達
か
ら
、
当
時
の
彼
の
交
友
状
況
も
う
か
が
え
る
。
黒
谷
の
禅
昌
院
俊
歴
と
医
師
の
木
村
快

庵
な
る
人
物
は
、
以
前
よ
り
探
幽
と
交
流
の
あ
っ
た
人
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
自
然
に
洞
雲
と
の
間
に
も
交
流
が
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま

た
松
永
永
三
は
、
藤
原
惧
寓
門
下
の
四
天
王
の
一
人
と
い
わ
れ
た
漢
学
者
で
あ
り
漢
詩
人
で
も
あ
る
松
永
昌
三
（
尺
五
）
の
子
で
あ
り
、
こ

れ
も
父
親
同
志
の
交
流
か
ら
そ
の
交
際
も
は
じ
ま
っ
た
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
永
三
と
は
特
に
仲
が
良
か
っ
た
ら
し
く
、
こ
の
後

も
二
人
の
交
友
の
記
事
が
み
ら
れ
、
こ
の
時
代
に
お
け
る
若
い
世
代
の
文
化
グ
ル
ー
プ
形
成
の
萌
芽
が
見
て
と
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
十
二
月
二
十
一
日
の
記
述
に
は
、
若
い
洞
雲
が
今
後
公
家
社
会
で
大
き
な
名
声
を
得
て
い
こ
う
と
す
る
―
つ
の
意
欲
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（
後
略
）

七
月
十
一
日
に
は
、
先
の
芝
山
宣
豊
の
振
舞
に
招
か
れ
て
い
る
。

が
感
じ
ら
れ
、
探
幽
の
養
子
と
し
て
順
調
に
画
家
と
し
て
の
人
生
を
歩
ん
で
い
る
状
況
が
知
ら
れ
る
点
で
も
貴
重
な
史
料
で
あ
る
。

そ
し
て
こ
の
月
の
二
十
九
日
の
条
に
は
「
狩
野
采
女
就
予
、
而
請
斎
名
。
今
日
書
付
、
遣
狩
采
女
所
也
」
と
あ
り
、
承
章
に
対
す
る
彼

の
取
り
入
り
の
甚
し
さ
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
る
。

こ
の
後
も
彼
の
公
家
社
会
と
の
交
流
は
『
隔
莫
記
』
の
中
に
ま
ま
見
ら
れ
る
の
で
、
順
を
追
っ
て
見
て
い
き
た
い
。
慶
安
二
年
（
一
六
四
九
）

（
前
略
）
到
芝
山
大
蔵
卿
公
、
則
狩
野
采
女
•
松
永
永
三
・
幸
若
七
兵
衛
振
舞
之
由
、

こ
こ
で
は
彼
が
単
独
で
芝
山
宜
豊
に
招
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
二
年
前
の
あ
の
洞
雲
の
振
舞
以
後
、
彼
が
公
家
社
会
の
中
に
相
当
深

く
入
り
込
ん
で
い
た
こ
と
が
知
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
同
年
十
月
五
日
に
は
、
松
永
昌
三
の
振
舞
に
招
か
れ
て
い
る
。

（
俊
完
）

（
前
略
）
午
時
、
於
松
永
昌
三
、
有
振
舞
。
予
急
先
到
小
坊
亜
相
公
、
而
自
昌
三
、
案
内
相
待
也
。
振
舞
客
之
衆
、
小
坊
大
納
言
公
・

（

泰

重

）

（

信

勝

）

3

土
御
門
二
位
殿
・
武
田
笈
淵
法
眼
、
狩
野
采
女
、
此
衆
也
。
（
後
略
）

こ
れ
は
も
ち
ろ
ん
昌
三
の
子
永
三
と
の
関
係
か
ら
招
か
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
相
客
の
比
重
か
ら
み
て
、
彼
が
当
時
の
京
都

に
お
い
て
絵
師
と
し
て
相
当
高
い
位
置
を
占
め
は
じ
め
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
時
点
に
お
い
て
は
、
彼
は
承
章
を
介
す
こ

と
な
く
一
人
で
公
家
社
会
を
往
来
し
始
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
明
暦
元
年
（
一
六
五
五
）
に
は
勧
修
寺
経
広
（
俊
完
の
実
兄
）
よ
り
三

幅
一
対
絵
を
承
章
を
通
じ
て
依
頼
さ
れ
る
ま
で
に
至
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
時
期
的
に
は
前
後
す
る
が
、
こ
の
年
彼
は
再
び
、
禁
裡
造
営

に
際
し
て
襖
絵
を
描
い
て
い
る
。
こ
の
時
は
、
清
涼
殿
の
下
段
に
金
谷
、
御
三
間
下
段
に
花
、
小
御
所
上
段
に
年
中
行
事
、
御
亭
北
ノ
間

に
白
鷺
、
そ
の
他
杉
戸
に
も
描
画
し
て
い
る
。
描
画
点
数
と
し
て
は
他
の
絵
師
と
比
し
て
そ
う
多
い
も
の
で
は
な
い
が
、
画
料
の
点
で
は

探
幽
、
永
真
（
探
幽
・
尚
信
の
弟
）
、
故
尚
信
の
子
養
朴
常
信
に
つ
ぐ
も
の
を
与
え
ら
れ
て
い
る
。
探
幽
の
義
兄
弟
素
川
信
政
や
他
の
並
居
る

画
家
を
圧
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
画
料
は
探
幽
・
永
真
の
連
名
に
て
奉
行
宛
に
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
み
て
も
、
彼
が
養

父
・
叔
父
か
ら
如
何
に
期
待
さ
れ
、
ま
た
そ
れ
に
応
え
る
ぺ
く
、
公
家
社
会
で
も
自
ら
の
地
歩
を
築
き
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
因

居
故
、
相
対
也
。

七
兵
衛
典
予
同
音
唱
舞
也
。
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と
に
お
い
た
の
で
あ
る
。

み
に
彼
は
こ
の
年
三
一
歳
、
画
家
と
し
て
も
油
の
の
り
か
か
る
頃
で
あ
り
、
そ
の
活
躍
も
む
べ
な
る
か
な
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
彼
が
探
幽
の
も
と
で
絵
師
と
し
て
順
調
に
成
長
し
て
、
公
家
社
会
で
も
活
躍
で
き
た
と
言
う
こ
と
は
、
探
幽
の
養
子
で
あ

る
と
い
う
こ
と
が
や
は
り
大
き
な
理
由
で
あ
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
同
時
に
彼
が
京
都
の
後
藤
家
の
出
身
で
あ
る
と
い
う
こ

と
も
無
視
で
き
な
い
要
因
で
あ
っ
た
。
彼
ら
公
家
に
と
っ
て
な
じ
み
深
い
後
藤
家
の
出
身
の
彼
を
、
何
く
れ
と
な
く
引
き
立
て
て
、

前
の
画
家
に
仕
立
て
て
や
ろ
う
と
い
う
思
い
や
り
も
当
然
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
や
は
り
、
彼
に
と
っ
て
後
藤
家
の
存
在
は
、
大
き
な
も
の
で

あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
順
風
満
帆
と
思
わ
れ
た
洞
雲
の
生
涯
に
も
、

能
慈
愛
之
、
慶
安
三
年
七
月
十
一
日
、
養
母
死
、
探
幽
又
姿
某
女
、
生
図
書
主
殿
二
子
、
先
是
法
眼
有
故
出
而
別
居
、
子
時
年
三
十
五
」

と
あ
っ
て
、
彼
を
可
愛
が
っ
て
い
た
探
幽
の
妻
が
死
去
し
、
後
妻
に
実
子
が
生
れ
た
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
探
幽
の
実
子
探
信
は
承
応
二

年
（
一
六
五
三
）
に
、
探
雪
が
明
暦
元
年
（
一
六
五
五
）
に
そ
れ
ぞ
れ
生
ま
れ
て
い
る
。
今
ま
で
実
子
の
な
か
っ
た
探
幽
に
と
っ
て
こ
れ
は
大

き
な
喜
び
で
あ
っ
た
。
と
同
時
に
、
洞
雲
の
存
在
が
微
妙
な
も
の
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
。
『
古
画
備
考
』
に
、
故
あ
っ
て
別
居
す
る
と
あ
る

の
も
、
や
は
り
こ
の
実
子
誕
生
と
い
う
も
の
を
さ
す
の
で
あ
ろ
う
。
事
実
、
探
幽
の
実
子
へ
の
盲
愛
ぶ
り
は
、
『
隔
莫
記
』
の
明
暦
元
年

〔
仙
〕
（
探
信
）

十
月
二
十
三
日
の
条
の
「
従
狩
野
探
幽
、
状
来
。
探
幽
息
千
千
代
三
歳
之
絵
二
枚
来
。
仙
洞
江
奉
備
叡
覧
度
之
由
也
。
近
日
致
院
参

之
刻
、
可
呈
院
睫
者
也
」
の
記
述
や
、
『
古
画
備
考
』
の
探
信
の
項
の
「
厳
有
院
様
御
目
見
被
仰
付
、
万
治
元
年
六
歳
二
而
於
御
前
、
初
而

御
絵
認
」
と
い
う
記
述
か
ら
も
、
そ
れ
は
窺
え
る
。
そ
し
て
と
う
と
う
洞
雲
は
万
治
二
年
（
一
六
五
九
）
に
別
居
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
苦

境
に
立
っ
た
彼
に
救
い
の
手
を
さ
し
の
ぺ
る
人
物
が
い
た
。
そ
れ
は
他
な
ら
ぬ
探
幽
の
弟
永
真
安
信
で
あ
っ
た
。
先
の
『
古
画
備
考
』
の

洞
雲
の
記
事
の
続
き
に
「
伯
父
永
真
深
愛
其
オ
、
以
女
妻
之
、
鯰
覧
芸
」
と
あ
っ
て
、
自
分
の
娘
を
や
っ
て
、
洞
雲
を
自
ら
の
庇
護
の
も

―
つ
の
暗
雲
が
立
ち
こ
め
る
。
『
古
画
備
考
』
を
見
る
と
、
「
養
母
某
氏
、
亦

一
人
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な
立
場
が
よ
く
現
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

永
真
な
る
人
物
は
探
幽
の
弟
で
あ
り
、
十
一
歳
で
狩
野
宗
家
に
養
子
と
し
て
迎
え
ら
れ
た
が
、
宗
家
を
継
い
だ
と
は
名
ば
か
り
で
、
探

幽
三
兄
弟
の
中
で
最
も
画
量
が
劣
る
と
い
わ
れ
て
、
常
に
探
幽
の
下
位
に
甘
ん
じ
た
人
で
あ
っ
た
。
禁
裡
襖
絵
制
作
に
お
い
て
も
、
宗
家

で
あ
る
に
か
か
わ
ら
ず
、
紫
窟
殿
賢
聖
障
子
の
製
作
を
い
つ
も
兄
に
譲
っ
て
い
た
と
い
う
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
兄
の
探
幽
に
対
し
て
一
種

の
反
発
が
あ
り
、
あ
え
て
洞
雲
に
救
い
の
手
を
の
ば
し
、
探
幽
の
鼻
を
あ
か
す
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
同
じ
養

子
と
い
う
立
場
か
ら
、
洞
雲
に
同
情
し
た
か
ら
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
も
う
一
っ
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
探
幽
の
提
案
で
洞
雲
を
別
居
さ

せ
、
永
真
の
娘
を
姿
ら
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
事
態
を
お
さ
め
よ
う
と
、
永
真
と
謀
っ
た
と
い
う
可
能
性
も
あ
る
。
法
華
宗
の
持
つ
同
信

・
同
族
結
合
の
強
さ
か
ら
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
充
分
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
後
の
寛
文
度
に
お
け
る
禁
裡
造
営
の
際
の

襖
絵
製
作
に
、
洞
雲
が
探
幽
と
も
ど
も
参
加
し
て
お
り
、
画
料
の
面
で
も
以
前
と
変
わ
り
な
い
と
こ
ろ
か
ら
、
探
幽
と
は
友
好
関
係
を
あ

る
程
度
保
っ
て
お
り
、
探
幽
・
永
真
の
共
謀
と
い
う
可
能
性
も
強
い
。
し
か
し
こ
の
時
、
探
幽
の
子
、
探
信
・
探
雪
が
そ
れ
ぞ
れ
九
歳
・

七
歳
の
幼
さ
で
参
加
し
、
姫
宮
御
殿
の
絵
を
担
当
し
て
い
る
こ
と
は
、
些
か
行
き
す
ぎ
の
感
が
強
く
、
他
の
絵
師
た
ち
の
眉
を
ひ
そ
め
さ

せ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
探
幽
死
去
後
の
延
宝
の
禁
裡
襖
絵
製
作
で
は
、
永
真
一
門
（
洞
雲
も
含
め
た
）
が
そ
の
中
心
と
な
り
、
探
幽
の
子

探
信
は
わ
ず
か
に
一
間
の
み
担
当
し
て
い
、
こ
こ
に
探
幽
家
と
永
真
一
門
の
反
目
の
か
げ
り
が
表
出
し
て
い
る
。
そ
う
考
え
る
な
ら
洞
雲

別
居
に
関
し
て
も
、
探
幽
に
対
す
る
反
発
と
し
て
永
真
が
洞
雲
に
手
を
さ
し
出
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
明
確

な
解
答
を
出
す
こ
と
は
な
か
な
か
む
つ
か
し
く
、
こ
こ
で
は
一
応
保
留
し
て
お
き
た
い
。

こ
の
別
居
と
い
う
こ
と
が
影
響
し
て
か
、
明
暦
元
年
以
降
『
隔
莫
記
』
に
洞
雲
の
記
事
が
全
く
見
え
な
く
な
る
。
こ
の
こ
と
は
彼
に
お

い
て
、
探
幽
の
影
が
予
想
以
上
に
大
き
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
彼
の
公
家
社
会
へ
の
出
入
り
は
、
父
探
幽
の
力
に
よ
る

と
こ
ろ
が
大
で
あ
り
、
後
藤
家
出
身
と
い
う
側
面
が
相
当
弱
く
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
こ
に
は
公
家
た
ち
が
探
幽
へ
の

慮
り
も
あ
っ
て
、
洞
雲
を
遠
ざ
け
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
や
は
り
探
幽
あ
っ
て
の
洞
雲
と
い
わ
ざ
る
を
得
ず
、
外
様
と
し
て
の
洞
雲
の
微
妙

こ
の
後
洞
雲
は
、
隠
元
に
認
め
ら
れ
て
洞
雲
の
号
を
与
え
ら
れ
、
寛
文
七
年
（
一
六
六
七
）
に
は
末
屋
敷
を
拝
領
し
、
元
禄
四
年
（
一
六
九
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一
）
に
は
法
眼
に
叙
せ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
法
眼
叙
任
も
、
あ
の
若
き
日
の
公
家
社
会
で
の
活
躍
か
ら
み
て
、
遅
き
に
失
し
た
と

い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
こ
に
も
探
幽
と
別
れ
た
こ
と
が
尾
を
ひ
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
彼
は
後
年
、
実
子
が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

探
幽
の
妾
腹
の
子
が
逼
塞
し
て
い
る
の
を
知
っ
て
自
ら
の
養
子
と
し
て
迎
え
入
れ
、
跡
目
を
つ
が
せ
て
い
る
。
こ
こ
に
彼
は
長
年
の
探
幽

へ
の
恩
に
報
い
る
と
い
う
有
終
の
美
を
飾
っ
て
、
元
禄
七
年
七
十
歳
で
こ
の
世
を
去
る
の
で
あ
る
。

以
上
、
洞
雲
の
足
跡
を
『
古
画
備
考
』
と
『
隔
莫
記
』
を
利
用
し
な
が
ら
辿
っ
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
最
後
に
彼
の
持
つ
問
題
点
に
つ

い
て
少
し
考
察
し
て
お
き
た
い
。

ま
ず
、
彼
が
絵
師
に
な
る
の
に
、
探
幽
の
養
子
と
い
う
道
を
選
ん
だ
こ
と
で
あ
る
。
当
時
の
京
都
に
お
い
て
は
、
宗
達
・
山
雪
も
活
躍

し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
の
に
、
何
故
江
戸
狩
野
を
選
ん
で
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
あ
の
後
藤
家
と
い
う
反
幕
意
識
の
強
い
家
か
ら
、
幕
府

御
抱
え
絵
師
と
い
っ
た
感
の
強
い
江
戸
狩
野
へ
の
道
筋
は
少
々
不
可
解
で
あ
る
。
確
か
に
こ
の
頃
に
な
っ
て
く
る
と
、
さ
し
も
の
後
藤
家

も
幕
府
の
命
に
抗
し
き
れ
ず
江
戸
に
移
住
し
て
将
軍
家
の
御
用
を
勤
め
る
の
で
あ
る
が
、
彼
が
育
て
ら
れ
た
勘
兵
衛
家
は
、
こ
の
後
も
京

都
に
残
り
隠
れ
不
受
不
施
派
信
者
と
し
て
そ
の
強
力
な
反
権
威
主
義
を
保
持
し
つ
づ
け
る
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
環
境
か
ら
考
え
る
な

ら
ば
、
彼
は
同
じ
京
都
で
法
華
宗
信
仰
を
保
持
し
て
い
る
宗
達
に
弟
子
入
り
し
て
絵
を
学
ぶ
か
、
ま
た
は
松
花
堂
昭
乗
の
友
人
で
あ
る
狩

野
山
雪
の
も
と
に
行
く
の
が
自
然
な
道
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
彼
が
あ
え
て
江
戸
狩
野
の
傘
の
中
に
入
っ
て
い
く
と
い
う
と

こ
ろ
に
、
私
は
寛
永
文
化
の
―
つ
の
崩
壊
の
兆
し
を
感
じ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
寛
永
文
化
を
築
き
上
げ
た
人
々
に
と
っ
て
、

こ
の
文
化
が
自
分
た
ち
一
代
限
り
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
意
識
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
の
で
は
な
い
か
。
寛
永
文
化
と
は
古
き
よ
き
時
代

へ
の
郷
愁
と
し
て
、
現
実
逃
避
の
手
だ
て
と
し
て
自
分
た
ち
が
生
み
だ
し
た
文
化
で
あ
り
、
そ
こ
へ
の
耽
溺
は
自
分
た
ち
に
の
み
許
さ
れ

た
も
の
と
考
え
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
故
、
．
彼
ら
は
自
分
た
ち
の
子
供
や
孫
が
こ
の
文
化
を
継
承
す
る
の
は
、
彼
ら
の
身

の
不
幸
に
も
な
り
か
ね
な
い
と
思
い
、
次
の
世
代
の
人
々
に
は
新
し
い
世
の
中
に
同
化
し
、
陽
の
あ
た
る
表
街
道
を
歩
ま
せ
よ
う
と
し
た

四
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の
で
あ
る
。
そ
う
考
え
る
な
ら
ば
、
寛
永
文
化
の
盛
期
と
い
う
も
の
は
、
や
は
り
光
悦
や
宗
達
の
活
躍
し
た
時
で
あ
り
、
洞
雲
が
生
き
た

時
代
は
そ
の
残
光
の
時
期
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
そ
し
て
洞
雲
の
、
後
藤
家
よ
り
江
戸
狩
野
へ
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
は
、
と
り

も
な
お
さ
ず
寛
永
文
化
と
い
う
も
の
の
時
代
的
限
界
を
端
的
に
物
語
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

次
に
、
洞
雲
の
公
家
社
会
で
の
行
動
を
み
る
と
、
彼
が
探
幽
と
別
居
後
、
彼
の
名
前
が
『
隔
莫
記
』
か
ら
消
え
て
し
ま
う
と
い
う
所
に

大
き
な
問
題
が
隠
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ま
で
の
彼
は
、
探
幽
の
跡
取
り
と
し
て
、
ま
た
同
じ
京
都
の
後
藤
家
出
身
と
い
う
こ
と
も
相
侯
っ

て
、
公
家
社
会
の
中
で
順
調
に
自
ら
の
地
歩
を
固
め
は
じ
め
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
彼
か
ら
養
父
の
探
幽
と
い
う
名
が
消
え
た
時

同
時
に
後
藤
と
い
う
名
も
消
滅
し
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
当
時
の
公
家
社
会
で
探
幽
と
い
う
名
が
、

い
か
に
大
き
な
力
を

持
っ
て
い
た
か
を
示
す
と
と
も
に
、
公
家
社
会
の
文
化
が
有
名
無
実
化
し
て
い
た
こ
と
を
は
し
な
く
も
露
呈
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
彼
ら

公
家
グ
ル
ー
プ
に
お
い
て
は
、
絵
画
を
例
に
取
っ
て
い
う
な
ら
、
実
際
の
絵
画
の
質
よ
り
も
、
ネ
ー
ム
バ
リ
ュ
ー
と
世
俗
的
評
価
の
み
が

全
て
を
支
配
し
て
い
た
。
そ
こ
に
は
自
分
た
ち
が
真
に
新
し
い
価
値
観
に
よ
っ
て
、
創
造
的
な
文
化
を
形
成
し
て
い
こ
う
と
い
う
主
体
的

な
姿
勢
が
欠
除
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
自
分
た
ち
の
本
当
の
美
的
感
覚
で
洞
雲
を
評
価
し
て
い
た
な
ら
ば
、
探
幽
と
別
居
し
て
も
彼
に
対

す
る
評
価
は
変
わ
り
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
り
、
そ
の
交
流
は
続
い
た
は
ず
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
交
流
が
途
絶
え
て
い
る
こ
と
は
、

彼
ら
の
洞
雲
と
の
つ
き
あ
い
と
い
う
も
の
が
探
幽
な
る
人
物
を
念
頭
に
お
い
た
、
表
面
的
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
正
に
当
時
の
公
家
た
ち
の
文
化
価
値
観
と
い
う
も
の
は
、
世
俗
的
評
価
と
何
ら
変
わ
り
の
な
い
も
の
で
し
か
な
く
、
公
家
文
化
の
限

界
と
い
う
も
の
が
こ
こ
に
見
て
と
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
『
隔
奨
記
』
の
中
に
、
真
に
実
力
の
あ
る
絵
師
で
あ
る
宗
達
・
山
雪
の

江
戸
狩
野
派
に
つ
い
て
ニ
―
ー
ロ
す
る
な
ら
、
当
時
の
探
幽
を
代
表
す
る
一
門
の
京
都
へ
の
進
出
は
想
像
以
上
の
も
の
が
あ
り
、
そ
の
活
躍

は
全
く
他
派
を
圧
し
て
い
る
。
そ
し
て
彼
ら
は
着
々
と
自
派
の
地
位
を
ゆ
る
ぎ
な
い
も
の
に
す
る
と
同
時
に
、
洞
雲
の
よ
う
な
新
し
い
オ

能
を
自
派
の
中
に
取
り
込
む
こ
と
も
怠
ら
ず
、
ま
す
ま
す
そ
の
基
盤
を
固
め
て
い
く
。
洞
雲
の
よ
う
な
全
く
異
な
っ
た
基
盤
を
持
つ
人
物

が
入
り
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
狩
野
派
に
新
生
面
が
生
じ
る
か
と
思
え
た
が
、
逆
に
自
派
の
殻
の
中
に
取
り
込
み
、
他
と
変
ら
ぬ
狩
野
派

名
が
全
く
出
て
こ
な
い
こ
と
か
ら
も
肯
け
る
。
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受
け
入
れ
同
化
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、

一
た
ん
こ
の
地
を
離
れ
た
文
化
に
対
し
て
は
非
常
に
冷
淡
で
あ
っ
た
。

の
一
員
と
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
洞
雲
な
ど
は
、
探
幽
と
別
居
し
て
も
、
江
戸
狩
野
と
い
う
傘
の
中
か
ら
抜
け
る
こ
と
が
で
き

ず
、
結
局
そ
の
殻
の
中
で
し
か
一
生
を
送
れ
な
い
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
こ
の
江
戸
狩
野
の
堅
固
な
組
織
は
、
や
は
り
法
華

．
宗
信
徒
の
も
つ
、
強
固
な
同
信
・
同
族
結
合
の
特
質
か
ら
き
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
が
、
徳
川
幕
藩
体
制
と
結
託
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
い
よ
い
よ
ゆ
る
ぎ
な
い
一
門
を
形
成
す
る
。
正
に
江
戸
狩
野
派
は
、
徳
川
体
制
の
確
立
と
歩
調
を
合
わ
せ
て
、
強
大
な
画
家
集

団
と
し
て
の
体
制
を
築
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
江
戸
狩
野
の
京
都
で
の
、
と
り
わ
け
宮
廷
で
の
活
躍
は
、
当
時
に
お
け
る
官
製
文

で
は
洞
雲
を
寛
永
文
化
の
中
に
ど
う
位
置
づ
け
れ
ば
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
、
最
後
に
そ
れ
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
寛
永
文
化
華
や

か
な
り
し
頃
に
生
を
受
け
た
洞
雲
が
、
そ
の
文
化
的
雰
囲
気
の
中
で
成
長
し
た
な
ら
ば
、
彼
の
中
に
寛
永
文
化
の
新
生
面
を
切
り
拓
く
可

能
性
は
充
分
に
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
は
、
探
幽
の
養
子
に
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
一
度
は
断
ち
切
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
だ
が
彼
が
再
び
、

一
人
前
の
画
家
と
し
て
京
都
に
登
場
し
た
時
、
そ
の
可
能
性
は
甦
る
。
あ
の
公
家
社
会
の
持
つ
古
典
文
化
の
中
に
彼
が
埋
没
し
た
な
ら
ば

そ
の
芽
は
吹
い
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
彼
は
あ
く
ま
で
も
探
幽
の
子
と
い
う
立
場
に
固
執
し
、
自
ら
の
京
都
人
と
し
て
の
資
質
を
断
ち
切

っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
あ
く
ま
で
も
彼
は
京
都
を
絵
画
の
仕
事
の
場
と
捉
え
、
そ
こ
か
ら
新
し
い
息
吹
を
吸
収
し
よ
う
と
し
な

か
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
彼
の
公
家
衆
と
の
交
わ
り
も
表
面
的
な
も
の
で
あ
り
、
ま
た
形
骸
化
し
た
公
家
文
化
の
中
に
安
住
し
て
い
た
の
で
あ

る
。
そ
こ
か
ら
新
し
い
絵
画
が
生
ま
れ
る
は
ず
も
な
か
っ
た
。
正
に
彼
は
京
都
人
と
し
て
生
れ
な
が
ら
、
京
都
に
対
し
て
外
様
な
の
で
あ

っ
た
。
こ
の
京
都
と
い
う
土
地
こ
そ
、
寛
永
文
化
の
中
で
最
も
重
要
な
役
割
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
地
方
的
な
も
の
を

一
例
を
上
げ
る
な
ら
、

こ
の
時
期
の
浄
瑠
璃
劇
の
分
野
で
、
伊
勢
嶋
宮
内
な
る
太
夫
が
江
戸
か
ら
や
っ
て
き
て
京
都
に
居
を
定
め
大
活
躍
し
、
京
都
生
え
抜
き
の

太
夫
で
あ
る
若
狭
撒
と
そ
の
人
気
を
競
い
合
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
い
っ
て
み
れ
ば
当
時
の
京
都
に
は
地
方
文
化
と
い
う
も
の
を
、
新
た

な
文
化
と
し
て
育
て
て
い
く
土
壌
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
そ
こ
で
は
、
京
都
に
あ
る
旧
来
の
文
化
を
蘇
生
す
る
こ
と
も
行

わ
れ
て
い
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
洞
雲
が
そ
の
よ
う
な
地
京
都
を
離
れ
た
時
、
彼
の
中
に
あ
る
寛
永
文
化
の
特
質
も
一
緒
に
消
減

化
の
強
固
さ
と
い
う
も
の
を
眼
の
当
り
に
見
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
彼
が
京
都
を
去
っ
た
時
、
再
び
そ
の
地
を
安
住
の
地
と
す
る
ま
で
、
彼
は
寛
永
文
化
と
は
無
縁
の
人
と
な
っ

た
の
で
あ
る
。

注①
「
寛
永
文
化
論
」
（
『
中
世
文
化
の
基
調
』
所
収
）

③
『
古
画
備
考
』
等
に
よ
れ
ば
、
昭
乗
が
大
坂
方
に
組
み
し
た
か
ど
で

追
わ
れ
て
い
る
山
楽
を
男
山
に
匿
っ
た
時
に
絵
を
習
っ
た
と
い
わ
れ
て

い
る
。

⑧
『
古
画
備
考
』
の
系
図
に
よ
れ
ば
、
元
信
の
妻
は
土
佐
光
茂
の
女
で

あ
り
、
元
信
の
妹
が
光
乗
の
妻
と
な
っ
て
い
る
。

④
藤
井
学
氏
「
近
世
初
頭
に
お
け
る
京
都
町
衆
の
法
華
信
仰
」
（
『
史
林
』

四
一
巻
六
号
）
。

⑤
藤
岡
通
夫
氏
『
京
都
御
所
』
。
以
下
御
所
造
営
の
際
の
襖
絵
製
作
の
記

述
は
全
て
同
書
に
よ
る
。
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